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序章 本調査の概要 

（１）背景と目的 

①背景 

「オープンファクトリー」とは、ものづくり企業が生産現場を外部に公開したり、来場

者にものづくりを体験してもらう取組であり、従来から工場見学やツアーといった形態で

実施されてきた取組である。近年では、ものづくりに関わる中小企業や工芸品産地など、

一定の産業集積がみられる地域を中心に、企業単独ではなく、地域内の企業等が面として

集まり、地域を一体的に見せていく「地域一体型オープンファクトリー」という取組へと

進展をみせている。

地域一体型オープンファクトリーは、開催する地域社会（住民）にとっては、自らのま

ちの魅力や奥行きを再認識する契機となり、企業にとっては、地域社会と新しい接点を持

つことで、地域の企業としての意識（ローカル・カンパニー・プライド）の芽生えやイノ

ベーティブな着想を得る機会につながっている。また、継続的に実施されている地域一体

型オープンファクトリーが持つ集客力や求心力は非常に強力であり、地域内外から多くの

集客を獲得している。さらに、新型コロナウイルス感染症拡大の時代背景においても、情

報通信技術を活用したオンライン開催など、手段の多様化により、地域の新たな魅力発信

手段として注目されていくものと推測される。

こうした現状をふまえ、2025年大阪・関西万博を見据えて、新たな関西の魅力を発信す
る手段としての地域一体型オープンファクトリーの意義を改めて整理する必要がある。

②目的

 近年、関西においても、中小企業が主役となる地域一体型オープンファクトリーが各地

で誕生している。また、これらの地域一体型オープンファクトリーに取り組む中で、様々

なイノベーションが生まれ、それを創出する鍵となるキーパーソンも出現している。

本調査では、関西各地に広がる地域一体型オープンファクトリー内でどのようなイノベ

ーションが生まれているのか、その要因を調査するとともに、各キーパーソンのネットワ

ークを構築・活用することで、中小企業が主役となる地域一体型オープンファクトリーと

外部資源（大手企業、ベンチャー企業等）との協業可能性を検討することを目的とする。
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第２章 関西の地域一体型オープンファクトリーの現状と到達点

（１）関西の地域一体型オープンファクトリーの現況 

①ヒアリング調査概要 

 前述の先行調査をふまえ、関西の地域一体型オープンファクトリーの現状と発展可能性

を調査するために、関西各地に広がる地域一体型オープンファクトリーのキーパーソン等

へのヒアリング調査を実施した。

＜調査概要＞ 
実施期間 2020年 7月下旬から 2020 年 10 月上旬 
実施方法 現地訪問のうえ、対面での直接ヒアリングを実施 

主なヒアリング事項 

【基礎情報】 
開催経緯、開催場所・エリア、参加企業・団体数、来場者数等 
【活動内容】 
活動内容やコンテンツについて 
【取組における工夫】 
組織・運営体制面、収益確保の手法、情報発信等 
【開催効果・イノベーション】 
参加企業、地域社会へのメリット・効果 
オープンファクトリーでの繋がりから始まった取組等 
【課題と今後の展望等】 
支援ニーズ、5年後・10年後の活動イメージ 
連携したい大企業、ベンチャー等 

ヒアリング先 
※実施順 
※カッコ内はヒアリング 
時点での実施地域

DESIGN WEEK KYOTO
みせるばやお（大阪府八尾市） 
大正・港オープンファクトリー（大阪府大阪市大正区、港区） 
てぬぐいフェス（大阪府堺市） 
こーばへ行こう！（大阪府東大阪市） 
RENEW（福井県鯖江市、越前市、越前町） 
千年未来工藝祭（福井県越前市） 

※ オープンファクトリーの先進事例として、北陸地域の高岡クラフト
ツーリズモ（富山県高岡市）とGO FOR KOGEI（北陸 7地域）の 2箇所にもヒアリング調査
を実施した。 
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②パラメーターからみる地域一体型オープンファクトリーの発展プロセス 

 前述したように、6つのパラメーターは、各所の地域一体型オープンファクトリーの特
徴把握や実施主体による自己分析ツールとして活用できる可能性があるが、各パラメータ

ーの成熟度合に応じて、地域一体型オープンファクトリーの発展モデルの考察にも応用で

きる。各指標について、それぞれどれくらいの数値をクリアする必要があるか、という定

量的な設定は難しいものの、生じている客観的な事象から発展プロセスを考察すると、3
段階に分類することが可能である。

図表 22 地域一体型オープンファクトリーの発展モデル 

ⅰ）第 1段階「発展に向けた土壌を耕す」 

地域一体型オープンファクトリーに取り組んでいない、または企業単独で実施している

段階を 0段階とする。そこからステップアップした第 1段階では、想いを持った中核人材
を中心に、地域の様々なステークホルダーを巻き込みながら、円滑な企画・運営方法を模

索している状況にある。また、地域一体型オープンファクトリーでの活動を通じて、従来

はネットワークが構築されていなかった地域の企業や団体等とのつながりが生まれるよう

になる。さらに、中核人材だけでなく、それを支えるコ・リーダーが出現するとともに、

継続的に活動する中で参加企業等の意識が変わり、積極的に企画・運営に携わるようにな

る。

 このように、地域一体型オープンファクトリーが組成され、継続的な実施が実現してい

る状況が第 1段階に当たる。

【0段階】 
・未実施
・企業単独での実施 

【第１段階】 
「発展に向けた土壌を耕す」 

【第２段階】 
「イノベーションを生む 

土壌が確立」 

【第３段階】 
「広域連携・外部リソースとの 

連携が確立」 

“質”の進化 “誘因力”の発生 
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ⅱ）第 2段階「イノベーションを生む土壌が確立」 

第 2段階では、中核人材とコ・リーダーを中心に、安定的な企画・運営体制が確立され
るとともに、周辺の大学や専門学校、高校等の教育機関との連携も進展していく。また、

参加企業同士や参加企業と地域社会とのネットワークが強固なものとなり、そうしたつな

がりを活かしながら、新しい取組が生まれる土壌が形成されることになる。参加企業同士

によるコラボや連携による新商品、サービスが自発的に生まれている。

このように、第 2段階では地域一体型オープンファクトリーという空間を活用しなが
ら、参加企業等によるイノベーションが生まれつつある段階に当たる。

ⅲ）第 3段階「広域連携・外部リソースとの連携が確立」 

 第 3段階では、第 2段階からさらに発展し、周辺地域も巻きこみながら、広域での地域
一体型オープンファクトリーが実現する。地域間で連携しながら、地域一体型オープンフ

ァクトリーが実現しているイメージである。また、第 2段階のように地域内の企業等によ
る連携だけでなく、外部の大企業やベンチャー企業といった主体（＝外部リソース）と、

地域の企業等とのコラボレーションが積極的に生まれていく。

このように、第 3段階では地域一体型オープンファクトリー同士の広域での連携が進む
とともに、外部リソースとの有機的な結び付きにより、地域の企業が持続的に発展し、地

域課題を解決していくステージである。地域内外の様々な主体を巻き込みながら、より良

いものへと自己変革と再生産を繰り返すステージである。
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［出所］南海グループ経営ビジョン 2027 より抜粋

（３）意識の「壁」を超えるために

 地域一体型オープンファクトリーと外部リソースとの協業には、これを阻む 2つの壁が
存在することを指摘したが、特に 2つ目の意識の「壁」を超えることで、地域一体型オー
プンファクトリーという場所で、多様な主体が交流し、新たなイノベーションを生む空間

へと昇華していく。この意識の「壁」をブレイクスルーするためには、すでにこの壁を乗

り越えている（または乗り越えつつある）外部リソース側の成功事例に学びつつ、外部リ

ソースと地域一体型オープンファクトリー側の双方が「歩み寄る（＝互いの距離を縮め

る）」ことが極めて重要となる。

 今年度調査において、地域一体型オープンファクトリーとの協業可能性がある外部リソ

ースの取組についてヒアリングを行っており、その中から関西で芽生えつつある取組をい

くつか紹介する。

①南海電気鉄道株式会社 ～沿線価値向上の取組～ 

 南海電気鉄道株式会社（以下、南海電鉄）では、2018年 2月に「南海グループ経営ビ
ジョン 2027」を策定し、重点戦略の 1つとして「沿線価値向上」というキーワードを掲
げて、沿線地域における交流人口や定住人口の増加に向けた取組を進めている。沿線地域

における観光や産業の活性化、エリアブランディング等に係る各種取組を組み合わせるこ

とで、将来的な沿線価値の向上につなげていくというものである。

図表 34 沿線価値向上に係る取組（南海電鉄）
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［出所］アトツギU34 公式サイトより

 また、沿線地域には多様な商業やものづくりの集積地が存在していることから、沿線で

の就業機会や魅力ある働き場所を創造するとともに、沿線企業の事業拡大や事業承継を支

援・促進することで、沿線への定住人口を拡大しようとする取組も進展している。「沿線

企業イノベーション支援」という名目で、南海電鉄が展開する取組の 1つとして、2019
年 8月に開催した「南海沿線アトツギソン（以下、アトツギソン）」がある。2020年 12
月には第 2回目を開催している。
 アトツギソンは、沿線内で親族が事業等を営む 34 歳未満の「アトツギ」を対象として、
家業の経営資源を活用しながら、新規事業を考えるアイデアソン（メンバーでアイデア出し

ながら、新ビジネスを作り上げるイベント）である。同イベントは、3日間の短期集中プロ
グラムにより、チーム結成からアイデア出し、ビジネスプランを開発するとともに、最終日

には一般観覧者も含めて、各チームのプランをプレゼンするというプログラムであり、好評

を博している。

図表 35 南海沿線アトツギソン

 南海電鉄の沿線地域には、多様な魅力あるものづくり産地が形成されていることから、

地域一体型オープンファクトリーというテーマは親和性が高く、同社の沿線企業イノベー

ション支援との協業可能性は十分ありうるものと推測される。

【流れと主なプログラム】 
DAY1：参加者全員のビジネスアイデアの発表とチームづくり！ 
DAY2：各チームでビジネスプランを練り上げる！ 
DAY3：100 人以上の観客の前で、ビジネスアイデアをピッチ！ 



43 

［出所］上段の写真は同社提供。下段は同社ホームページより。

②株式会社オカムラ関西支社 ～共創空間「bee」～

Open Innovation Biotope "bee"は、家具等の製造・販売大手である株式会社オカムラが
運営する共創空間のひとつであり、同社が掲げる「はたらく」を共に描く「WORK MILL
（ワークミル）」プロジェクトの一環でもある。

大阪・京都・神戸とそれぞれの魅力溢れる三都が隣接し、商業の街でもありながら古く

からの伝統・文化の根付く関西の地から、ミツバチ（＝bee）が蜜に集まり仲間と共有す
るように、さまざまな人が集まり、自然にリラックスしながら新たなおもしろい発見が生

まれる場を目指すというコンセプトを掲げている。

図表 36 共創空間「bee
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［出所］株式会社オカムラ ホームページより 
［注］ 左側は大阪大学とのコラボ講座（公開授業）、右側はコロナ時代の働き方 遊び方と新しいオンライン経

験のデザインをテーマに研究を行っている 社会学部ゼミとの共創イベント。 

 共創空間「bee」では、多様な共創イベントを企画しており、連携先も多岐に渡る。
イベントのテーマとしては、「働き方改革」、「リカレント教育」、「女性活躍」の 3つの柱
を中心に、同社がネットワークを有する企業、大学、自治体等とコラボしながら、様々な

共創イベントが企画されている。今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大による影響も

あり、オンライン形式のイベントが中心となっているが、毎週のようにトークセッション

やオンライン講座が企画されている。

 こうした「共創空間」というコンセプトは、今や業種を問わず、あらゆる産業に波及し

ており、自社にはない外部リースとの交流を通じて、自社の商品やサービス開発につなげ

るという取組は、急速に広がっている。

図表 37 共創空間「bee」でのコラボイベント（一例）

地域一体型オープンファクトリーとの協業可能性としては、共創空間「bee」を活用し
たオープンファクトリーとのコラボイベントの開催など、人と人が空間とアイデアを共有

しながら、新たなイノベーションを生む場所となりうる。今年度の調査事業の一環として

開催した「関西オープンファクトリーフォーラム」についても、同社の協力のもと、共創

空間「bee」で開催している。
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［出所］078KOBEホームページより 

④クロスメディアイベント「078KOBE（ゼロナナハチコウベ）」

 最後は、大企業やベンチャー企業等の事例ではないが、地域の企業と外部リソースとの

共創空間が生まれている事例として、078KOBE（ゼロナナハチコウベ）というクロスメ
ディアイベントを紹介する。

078KOBEは 2017年から毎年、神戸市内で開催されており、都市生活の面白みと心地
よさを追い求める市民やアーティスト、クリエイター、エンジニアが集い交わることを目

的とした参加型イベントである。市民発動で打ち出す「実験都市」をコンセプトとして、

音楽や映画、社会変化を加速させるテクノロジーなどがその領域を超えて混ざり合い、新

たなイノベーションにつなげていくことを目的としている。

078kobeという場所は、いわば実証実験フィールドである。様々な主体がコンテンツを
持ち寄るだけでなく、そこから新しい、顕在化していない価値やアイデアが生まれていく

ところに面白さがある。大企業も地域の企業とコラボしながら、様々なテクノロジーやア

イデアを 078kobeに持ち込んでおり、日常業務では接点が少ない層を対象としたテストマ
ーケティングや実証実験を展開しながら、新しい着想の獲得や商品開発につなげている。

図表 39 078KOBE プログラム例（2020 年 5 月開催）

 このように、078KOBEが地域の企業と外部リソースによる共創空間や実証実験フィー
ルドとして確立している点は、今後、地域一体型オープンファクトリーが発展していく一

つのモデルケースにもなりうる。
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第４章 関西の地域一体型オープンファクトリーの発展に向けて

(１)関西で繋がる緩やかなネットワーク 

 これまで述べてきたように、関西における地域一体型オープンファクトリーでは、作り

手である企業が活動し、モノを作り出していく現場を公開し、来場者と交流することで、

自社製品や仕事に対する生の声や新たな気づきを生み出し、オープンイノベーションの場

となっている。

 こうした中で、近畿経済産業局では令和元年 6月に公表した第 14回関西企業フロント
ライン NEXTでは、『「人材」が育つ関西のオープンファクトリー～取組から生まれる「共
通言語」～』をとりまとめたことをはじめとして、各地の中核人材を集めたイベントや研

究会を重ねており、関西各地でフォーラムイベントを持ち回る共催イベントを企画するこ

とで緩やかなネットワーク形成を図っている。

図表 40 地域一体型オープンファクトリーに係る開催イベント等（写真）
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近畿経済産業局では、令和 3年 3月「関西オープンファクトリーフォーラム」において
大手企業との共創を考えるセッションを行った。今後は、このイベントを契機としたもの

をはじめ、新たな交流の機会を様々な視点（業種・業態・規模等）から積極的に取り組ん

でいく。

2025年の大阪・関西万博には、世界各国から多数の訪問者を受け入れることになり、関
西全体を世界に発信する好機となる。本調査における成果もふまながら、今後も関西の多

様な魅力を発信する「手段」の 1つとして、関西に広がる地域一体型オープンファクトリ
ーの活動を広げていくことが重要である。
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資料編 

・各種調査の概要等 

 本事業で実施した各種調査等の概要は以下の通りである。 

（１）先行研究及び事例調査等 

①調査目的 

地域一体型オープンファクトリーに関する先行研究等を整理することで、本調査までの

到達点を把握するとともに、地域一体型オープンファクトリーに係る展開事例や発展可能

性を検討する基礎情報とする。

②活用した調査レポート・文献等 

・経済産業省近畿経済産業局 2020「ブランドを確立した中小企業が取り組む新たなコラボ
レーションの潮流」『関西企業フロントライン NEXT』Vol.17 

・丸山 一芳 2020「名古屋市の酒造メーカーによる日仏間の知識移転とイノベーション
－萬乗酒造の事例分析」『地域産業のイノベーションと流通戦略』P41-62 

・許 伸江 2020「オープンファクトリーの意義と効果－墨田区の『スミファ』の事例」中
小企業季報 2019 No.4 P17-31 

・経済産業省近畿経済産業局 2019「『人材』が育つ関西のオープンファクトリー～取り組
みから生まれる『共通言語』～」『関西企業フロントラインNEXT』Vol.14 

・北條 規 2019「産業集積地におけるオープンファクトリーの取組事例」『地域構想』
P85-94 
・岡村 祐、豊田 純子、川原 晋、野原 卓 2016「我が国における工場一斉公開プログラム
『オープンファクトリー』の開催動向と可能性」『都市計画論文集』51巻 3号 P619-
626 
・株式会社ソーシャルデザイン研究所 2015『オープンファクトリーガイドブック』（経済
産業省関東経済産業局 平成 26年度地域新成長産業創出促進事業費補助金 地域資源
活用ネットワーク構築事業）

［WEBサイト等］
・株式会社アーバンリサーチ「JAPAN MADE PROJECT」

https://media.urban-research.jp/feature/ur_japanmadeproject/
・078KOBEホームページ

https://078kobe.jp/
・株式会社オカムラ beeホームページ

https://bee.workmill.jp/about
・南海電気鉄道株式会社「南海グループ経営ビジョン 2027」

http://www.nankai.co.jp/library/company/news/pdf/180228.pdf
・アトツギ U34ホームページ

https://note.com/atotugi_34
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・FactorISMホームページ
https://factorism.jp/
・GO FOR KOGEIホームページ

https://goforkogei.com/
・大正・港ものづくり事業実行委員会フェイスブックページ

https://www.facebook.com/%E5%A4%A7%E6%AD%A3%E6%B8%AF%E3%82%82%E
3%81%AE%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5
%AE%9F%E8%A1%8C%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A-1003771562985157/

・株式会社 盛光 SCMフェイスブックページ
https://www.facebook.com/seikoscm/
・DESIGN WEEK KYOTOフェイスブックページ

https://www.facebook.com/DesignWeekKyoto/
・みせるばやおフェイスブックページ

https://www.facebook.com/miserubayao/
・アウトドアソン in みせるばやお 実行委員会関連 HP 

https://outdoorthon2019.peatix.com/view
・手ぬぐいフェス

https://www.facebook.com/tenuguifes/
・RENEW 

https://www.facebook.com/renew.kawada
・千年未来工芸祭

https://www.facebook.com/craft1000mirai/

（２）ヒアリング調査（地域一体型オープンファクトリー） 

①調査目的 

関西の地域一体型オープンファクトリーの現状と発展可能性を調査するために、関西各

地に広がる地域一体型オープンファクトリーのキーパーソン等へのヒアリング調査を実施

した。

②主なヒアリング項目 

基礎情報、開催効果・イノベーション、課題と今後の展望など。

③ヒアリング調査先（※カッコ内は開催地域） 

 関西地域及び周辺地域の地域一体型オープンファクトリー。

・2020年 7月 28日  DESIGN WEEK KYOTO（京都府京都市、宇治市、亀岡市）
・2020年 8月 4日 みせるばやお（大阪府八尾市）

・2020年 8月 4日 大正・港オープンファクトリー（大阪府大阪市大正区、港区）

・2020年 8月 19日 てぬぐいフェス（大阪府堺市）
・2020年 8月 20日 こーばへ行こう！（大阪府東大阪市）
・2020年 9月 2日   RENEW（福井県鯖江市、越前市、越前町）
・2020年 9月 2日 千年未来工藝祭（福井県越前市）

・2020年 10月 12日 高岡クラフトツーリズモ（富山県高岡市）

・2020年 10月 13日  GO FOR KOGEI（北陸 7地域）
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（３）ヒアリング調査（外部リソース） 

①調査目的 

関西各地で活躍する主体や地域一体型オープンファクトリーとの連携が考えられる企業

等へのヒアリングを通じて、地域一体型オープンファクトリーと企業等の外部リソースの

協業可能性を検討する基礎情報を収集する。

②主なヒアリング項目 

 自社の製品やサービスの概要、地域一体型オープンファクトリーとのコラボ実績・事

例、地域一体型オープンファクトリーとの連携・コラボの可能性など。

③ヒアリング調査先（※カッコ内はヒアリング先所在地） 

・2020年 8月 20日  情報システム開発企業 J社（堺市）
・2020年 8月 27日  078kobe実行委員会 関係者①
・2020年 9月 7日  製造業企画メーカーM社（東大阪市）
・2020年 9月 7日  宿泊・ホテル業 S社（東大阪市）
・2020年 9月 8日   078kobe実行委員会 関係者②
・2020年 9月 29日 電鉄企業N社（大阪市）
・2020年 9月 30日 人材派遣・人材紹介企業M社（大阪市）
・2020年 10月 7日 衣類品企業 U社（大阪市）
・2020年 10月 12日 鋳物企業N社（富山県高岡市）
・2020年 10月 28日 オフィス家具企業 O社（大阪市）
・2020年 11月 25日 印刷企業 D社（大阪市）
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（４）地域一体型オープンファクトリーの発展可能性事例調査 研究会 

①目的 

地域一体型オープンファクトリーの発展可能性調査の進捗をふまえて、関西におけるオ

ープンファクトリーの到達点や今後の発展可能性等について、ヒアリングに協力頂いた関

係者との意見交換・交流等を通じて、集中的に議論する。これにより、関西各地で活躍す

るキーパーソンが互いのオープンファクトリーの現状や発展方向性に対する理解を深める

とともに、相互の結束強化を通じて、産地間の連携や新しいコラボレーションが生まれる

ことを期待する。

②参加者一覧 

【現地参加】

角野 孝二 角野染工株式会社 代表取締役社長（手ぬぐいフェス）

木幡 巌  株式会社木幡計器製作所 代表取締役（大正・港オープンファクトリー）

草場 寛子 株式会社盛光 SCM 代表取締役（こーばへ行こう！）
中尾 弘基 株式会社ナカニ 専務取締役（手ぬぐいフェス）

新山 直広 合同会社 TSUGI 代表社員（RENEW）
藤井 信忠 神戸大学 大学院システム情報学研究科 准教授（078kobe）
松尾 泰貴 八尾市役所 産業政策課 係長（みせるばやお）

【オンライン参加】

内田 裕規 株式会社ヒュージ 代表（千年未来工藝祭）

北林 功 COS KYOTO 株式会社 代表取締役（DESIGN WEEK KYOTO）

③開催概要 

日時：2020年 11月 19日（木）15:00～18:00 
会場：近畿経済産業局 第 2別館 3Ｆ ミーティングルーム B 

④次第 

・関西におけるオープンファクトリーの現状について

 【意見交換 1】成立要件について
 【意見交換 2】パラメータについて

・オープンファクトリーと外部リソースとのイノベーションに向けて

 【話題提供】078 kobeでの活動事例について（神戸大学：藤井先生より）
 【意見交換 3】産地間での連携や大企業等の外部リソースとの協業に向けて
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研究会当日の様子（写真） 

（５）フォーラム 

①目的 

今年度の地域一体型オープンファクトリーの発展可能性調査をふまえ、今後の関西にお

ける地域一体型オープンファクトリーの発展可能性や、地域一体型オープンファクトリー

が生み出すイノベーション、そして大企業をはじめとした外部リソース等との協業可能性

について、広く内外に発信する。オープンファクトリー側、大企業側の関係者とともに、

意見交換を交えながら、2025年大阪・関西万博に向けて、新たな関西の魅力を発信する手
段としての地域一体型オープンファクトリーの在り方も模索する。

②参加者一覧 

 岡本 栄理 株式会社オカムラ コミュニティマネージャー

北林 功 COS KYOTO株式会社 代表取締役（DESIGN WEEK KYOTO）
仲矢 明子 南海電気鉄道株式会社 まちづくり創造室 沿線価値創造部 課長補佐

新山 直広 合同会社 TSUGI 代表社員（RENEW）
藤井 信忠 神戸大学 大学院システム情報学研究科 准教授（078kobe）
松尾 泰貴 八尾市役所 産業政策課 係長（みせるばやお）

宮 啓明  株式会社アーバンリサーチ シニアチーフ
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③開催概要 

日時：2021年 3月 11日（木）13時～17時
会場：Open Innovation Biotope “bee”(株式会社オカムラ) 
形式：YouTube Live配信
視聴申込者数：114名

④プログラム 

13：00～13：05 開会挨拶
【主催挨拶】経済産業省 近畿経済産業局

13：05～13：20（15分）
【話題提供】関西のオープンファクトリーにおける「５つの要件」と「パラメーター」

 経済産業省 近畿経済産業局 中小企業政策調査課

13：20～14：00（40分）
【基調講演】交流が生み出すイノベーション～078KOBEの事例より～
 藤井 信忠氏／神戸大学 大学院システム情報学研究科 准教授

14：10～15：10（60分）
【パネルディスカッション①】地域一体型オープンファクトリーとの協業可能性

～関西における先進的なコラボ事例より～ 登壇者：企業３名

15：10～16：10（60分）
【パネルディスカッション②】外部リソースとの協業可能性について

登壇者：関西のオープンファクトリー関係者 3名
16：20～17：00（40分）
【総括雑談】全登壇者による対話

フォーラム当日の様子（写真） 
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